
石段を登るキリコを見ようと、深夜に多くの人が集まった

小木袖キリコ祭り

　9 月 20、21 日、小木の御船神社の秋祭り「小木袖
キリコ祭り」があり、高さ 5 メートル以上ある袖キリ
コ 9 基が町内を練り歩きました。
　クライマックスは 21 日未明、難所である御船神社
近くの石段です。「ヨイトショー」という勇壮な掛け
声と共に、袖キリコは急坂を一進一退しながら上りま
す。無事高台に到着すると、見物していた人たちから
拍手が贈られました。

秋の港町に響く勇壮な掛け声

　宇出津小学校 PTA 主催の「うしつっ子ロードレース」は 10 月 15 日、宇出津商店街をコースに
開かれました。昨年は宇出津新港で行われましたが、今年は宇出津商店街の毎月 15 日のセール「ま
んなか市」に合わせてコースを変更し、開催されました。
　児童は学年別に順位を競います。緊張した面持ちの児童たちは、校長先生のピストルを合図に
一斉に役場能都庁舎前をスタートしました。この日のために PTA では応援用の手旗を 100 本用意
し、沿道に配布しました。商店主や買い物客は児童の姿に
目を細め、手旗を大きくふって声援を贈っていました。

宇出津小学校・うしつっ子ロードレース
宇出津小児童が商店街を疾走

　地域おこし協力隊の任命式は 10 月 1 日、役場能都
庁舎で行われ、持木町長が山本千恵さん（岐阜県）と
西愛

あ さ み

幸美さん（宮崎県）に委嘱状を交付しました。
　地域おこし協力隊は、外部の人材によって地方の活
性化を目指す総務省の事業です。持木町長は「新しい
視点で魅力を発信し、交流人口拡大につなげてほしい」
と激励。2 人は「定住交流支援員」として、地域資源
を活用する企画やブランド化などを担います。

定住・交流の促進に取り組む
地域おこし協力隊に2女性を任命

地域おこし協力隊に任命された西さん（左）と山本さん

買
い
物
客
の
声
援
を
受
け
て
力
走

▼

▼一斉に能都庁舎前をスタートする児童たち

12

脱穀のため、刈り取った稲をコンバインに運ぶ児童たち

自分で植えた稲を丁寧に収穫　
柳田小学校　体験田稲刈り

　柳田小学校の 5 年生 24 人は 10 月 1 日、体験園で
稲刈りを行いました。ＪＡおおぞらの担当者の説明を
聞いたあと、ＪＡ女性部の人や保護者と共に鎌で稲を
刈り取りました。
　この日収穫したのは 5 月 13 日に児童たちが植えた

「カグラモチ」です。穂を落とさないように丁寧に運び、
コンバインを使って脱穀しました。初めて稲刈りをす
る児童も多く、貴重な体験になったようです。

　「聖地巡盃能登編 with 中乃波木ツアー」が 11 ～ 12
日にかけて開催され、写真愛好家ら 10 名が謎解きを
しながら酒蔵や神社を巡り、写真撮影を楽しみました。
　本プロジェクトの絵馬やのぼり旗のデザインも手が
ける中乃波木さんは「聖地巡盃とカメラで地元の人と
の触れ合いも楽しんでほしい」と話しました。夜には、
撮影した写真を持ちより、性格診断等を行う「写真占
い」も開催されました。

酒垂神社では正式参拝を体験した

カメラ手に能登杜氏の里巡る
聖地巡盃能登編with中乃波木

　石川高専建築学科の村田一也准教授ゼミが、黒川の
県指定有形文化財・天領庄屋「中谷家」の図面を作製
するために実測調査を始めました。
　江戸時代に建てられた中谷家は老朽化が進んでいる
うえ、詳細な図面が残っていないため、ゼミ生 11 人
が将来的な改修を見据えて今年度内に図面を仕上げま
す。調査を縁に地元住民と交流を図り、若者目線で建
物の活用策も考えます。

中谷家  活用へ実測調査
石川高専生　庄屋屋敷の詳細図面作製へ

天領庄屋「中谷家」で測量調査に取り組む学生

土壌診断に基づく土づくりなどについて発表する川畑さん

里山里海マイスター育成プログラム

　「能登里山里海マイスター育成プログラム」卒業課題
研究成果報告は9月20日から2日間、金大能登学舎で開
かれ、2期生が1年間の取り組み成果を発表しました。能
登町関係の発表者と研究テーマは次のとおり。
　▽川畑慎太郎さん「里山からの反収 1㌧獲りを目指して」

▽船木佳美さん「九十九湾周辺の海の利用と生活文化」▽

山本千恵さん「女性グループの力を地域に活かす」▽向口

千草さん「のと民家の価値について」

地域課題解決へ実践成果報告

13_NOTO＋2014.11
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平
成
18
年
9
月
に
策
定
し
た
能
登
町
第
一

次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
平
成
27
年
度
に

満
了
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の

能
登
町
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
能
登

町
第
二
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
審

議
す
る
町
総
合
計
画
審
議
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
審
議
会
で
は
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
来

年
の
秋
ま
で
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
答
申
し

ま
す
。

　

第
1
回
目
の
審
議
会
は
10
月
6
日
に
開
か

れ
、
会
長
に
町
婦
人
団
体
協
議
会
顧
問
の
角

弘
子
氏
を
選
出
。
計
画
策
定
方
針
や
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
に
は
関
係
諸
団
体
の
代
表
や
学
識
経

お
知
ら
せ

能
登
町
総
合
計
画
審
議
会

第
二
次
計
画
の
策
定
開
始

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
お

悩
み
の
方
へ
、
金
沢
地
方
法
務
局
と
県
人
権

擁
護
委
員
会
連
合
会
が
「
全
国
一
斉
『
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
は
次
の
と
お
り
無
料
、
秘
密
厳
守
で

受
け
付
け
ま
す
。

期
間
…
11
月
17
日
㊊
か
ら
23
日
㊐
ま
で

時
間
…
午
前
8
時
半
か
ら
午
後
7
時
ま
で

電
話
番
号　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

※
平
日
は
金
沢
地
方
法
務
局
、
土
日
は
名
古

屋
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
受
け
付
け
ま
す

　

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
っ
て
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
は
、
ア
フ
リ
カ
の

東
南
部
に
あ
る
北
海
道
と
九
州
を
合
わ
せ
た

ぐ
ら
い
の
小
さ
な
国
で
、
国
民
の
約
9
割
が

農
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
本
知
恵

さ
ん
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

た
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
の
経
験
を
お
話
し
し
ま

す
。
農
村
部
で
の
暮
ら
し
や
活
動
の
話
、
マ

ラ
ウ
イ
の
人
た
ち
か
ら
得
た
も
の
な
ど
、
ア

フ
リ
カ
の
珍
し
い
国
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

11
月
18
日
㊋　

18
時
～
19
時

会
場　

役
場
能
都
庁
舎　

3
階
研
修
室

　
問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

お
知
ら
せ

能
登
国
際
交
流
サ
ロ
ン
で

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
の
お
話
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建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材

な
ど
特
定
の
建
設
廃
棄
物
の「
分
別
解
体
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解
体

な
ど
の
際
に
は
、業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・

再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
問
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策

　

連
絡
協
議
会
事
務
局

http://w
w

w
.hrr.m

lit.go.jp/gijyutu/

fukusanbutu/

　

☎
０
２
５
（
２
８
０
）
８
８
８
０

お
知
ら
せ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
で

循
環
型
社
会
に
貢
献

　

日
本
年
金
機
構
が
運
営
す
る
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
に
利
用
登
録
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
次
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
記
録
の
確
認

・
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
確
認

お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す

・
年
金
の
支
払
い
通
知
書
の
確
認

・
年
金
に
関
す
る
届
出
書
の
作
成
、
印
刷

　

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

■
募
集
期
間
…
11
月
14
日
㊎
ま
で

■
対
象
住
宅　

桜
木
住
宅　

住
所
…
鵜
川
30
字
1
番
地

家
賃
月
額

１
６
，
３
０
０
円
～
２
４
，
３
０
０
円（
1

号
棟
１
３
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

１
６
，
４
０
０
円
～
２
４
，
４
０
０
円（
２

号
棟
２
２
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
。
敷
金
は
家

賃
の
3
カ
月
分
で
す
。

■
入
居
資
格

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
人
（
予
定
者
を

含
む
）
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
④

入
居
者
の
所
得
が
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

験
者
、
公
募
委
員
の
あ
わ
せ
て
15
人
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

会
長　

角　

弘
子　

会
長
代
理　

髙
山
純
一

委
員

山
本　

勉
、
仲
谷
由
美
、
橋
本
忠
雄
、
山
本

一
朗
、
谷
口
幸
雄
、
尻
田　

武
、
高
峰
博
保
、

山
下
久
弥
、
諸
角
浩
司
、
洲
﨑　

茂
、
梅
田

真
人
、
西
中
宏
美
、
中
川　

満

　

旧
能
都
町
出
身
者
で
つ
く
る
首
都
圏
能
登

町
会
の
20
周
年
記
念
祝
賀
会
が
10
月
12
日
に

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
約

１
２
０
人
の
会
員
が
参
加
し
、
節
目
を
祝
う

お
知
ら
せ

首
都
圏
能
登
町
会

20
周
年
祝
い
親
睦
深
め
る

と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

前
田
志
朗
名
誉
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
里

山
里
海
を
有
す
る
ふ
る
さ
と
と
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
町
長
代

理
で
出
席
し
た
下
野
信
行
町
参
事
と
北
村
茂

男
環
境
副
大
臣
が
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
関
本
保
利
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯

し
、
出
席
者
は
ふ
る
さ
と
能
登
町
の
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

持木町長から委嘱状を受け取る角会長

　

県
で
は
、
金
沢
弁
護
士
会
、
県
司
法
書
士

会
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
石
川
地
方
事

務
所
（
法
テ
ラ
ス
石
川
）、
市
町
と
協
力
し
、

借
金
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
弁
護
士
、
司

法
書
士
等
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
中
小
事
業
者
・
個
人
事
業
者
か
ら
の
ご

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

面
接
相
談
は
要
予
約

お
知
ら
せ

多
重
債
務
者
無
料
法
律
相
談

日
時
…
11
月
13
日
㊍　

9
時
半
～
12
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
半
～
16
時
半

会
場
…
奥
能
登
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
（
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
4
階
）

　

中
小
事
業
者
、
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、

経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
開
催
日
の
2
日
前
ま

で
に
予
約
を
し
て
下
さ
い
。

問
奥
能
登
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
７
６
８
（
26
）
２
３
０
７

会を代表してあいさつする前田名誉会長

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

陸上自衛隊高等工科学校生徒

応募資格
15 歳以上 17 歳未満の男子

（平成 27 年 4 月 1 日現在）

受付期間
推薦 11 月 1 日～ 12 月 5 日

一般 11 月 1 日～平成 27 年 1 月 9 日

第１次試験日 平成 27 年 1 月 24 日㊏

自衛官候補生

応募資格
18 歳以上 27 歳未満の男子

（平成 27 年 4 月 1 日現在）

試験日 平成 26 年 11 月 23 日㊐

問自衛隊石川地方協力本部能登地域事務所
☎／ FAX　0768-52-4175
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毛布や枕の持ち込みもＯＫ！

　勤労感謝の日はプラネタリウムで眠って、
　日ごろの疲れを癒しましょう。　

日時　11 月 23 日㊐
　　　16:00 ～ 16:50
場所　星の観察館「満天星」
　　　定員　先着順 100 人

満天星へのお誘い

　

能
都
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
9
月
18
日
、

宇
出
津
地
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。
清
掃
は
今
年
で
6
年
目
を
迎
え

ま
す
。商
工
会
前
で
開
か
れ
た
出
発
式
で
は
、

西
山
徹
会
長
が
作
業
の
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
参
加
し
た
18
人
の
会
員
は
6
班
に
分

か
れ
、
約
50
枚
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
ぞ
う

き
ん
な
ど
で
き
れ
い
に
磨
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

能
都
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

ミラーを丁寧に磨き上げる会員

熟睡
プラ寝たリウム

募
集

学
童
保
育
入
会
申
し
込
み

　

学
童
保
育
で
は
働
く
保
護
者
に
か
わ
り
、

小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
下
校
時
か
ら
預
か
り

ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
30
日
㊐
ま
で

申
込
先　

各
学
童
ク
ラ
ブ
ま
で

・
つ
く
し
組
（
松
波
保
育
園
）

　

☎
（
72
）
１
１
５
７

・
さ
さ
ゆ
り
学
童
ク
ラ
ブ
（
社
協
柳
田
支
所
）

　

☎
（
76
）
０
０
８
８

・
ノ
ー
ム
学
童
ク
ラ
ブ
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
）
☎
（
62
）
１
５
０
３

　
　
　

問
健
康
福
祉
課
（
児
童
福
祉
）

☎
（
72
）
２
５
１
２

募
集

交
通
安
全
研
修
会

日
時　

11
月
29
日
㊏

　
　
　

午
前
7
時
出
発
、
午
後
4
時
到
着

集
合
場
所　

役
場
能
都
庁
舎
前

研
修
場
所　

県
安
全
運
転
研
修
所

　
　
　
　
　
　
（
金
沢
市
東
蚊
爪
町
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
昼
食
あ
り
）

定
員　

10
人

申
込
締
切　

11
月
20
日
㊍

　
　
　
問
町
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
　
　
　
（
珠
洲
警
察
署
能
登
庁
舎
内
）

☎
（
62
）
１
３
３
４

ニ
ュ
ー
ス

地
域
住
民
待
望
の

小
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
開
始

　
「
小
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
10
月
8
日
に
開

業
し
、
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
診
療
に
あ

た
る
の
は
瀬
島
照
弘
医
師
で
す
。
小
木
地
区

で
は
平
成
24
年
以
来
、医
師
が
不
在
で
し
た
。

瀬
島
先
生
は
9
月
ま
で
七
尾
市
の
病
院
で
勤

務
し
て
い
た
ほ
か
、
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

で
13
年
間
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
地
域
の
安

心
確
保
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
内
容
は
内
科
、
外
科
、
消
化
器
内

能登町文化協会 10 周年記念事業

〈夜想曲〉

能登町立美術館（羽根万象美術館）
11/16 ㊐まで開催  ※月曜休館、11/3 ㊗は開館します。

本人による作品解説

11/4 ㊋、16 ㊐　午前 11 時、午後 2 時
主催　能登町文化協会
共催　能登町・能登町教育委員会
後援　北國新聞社・北陸放送・テレビ金沢・エフエム石川

西
房
浩
二

大
作
展

西房浩二　略歴

1960 年 能登町黒川生まれ
1983 年 日本大学芸術学部卒業
2000 年 昭和会展　日動火災賞
2001 年 安田火災美術財団奨励賞展　秀作賞

前田寛治大賞展　大賞
石川県現代美術展　美術文化大賞

2002 年 日本現代美術作家展（チェコ・プラハ）
日展　特選

2003 年 日本現代画家 21 人展（上海・華氏画廊）
文化庁・新進芸術家派遣によりチェコ・プラ
ハに 1 年間派遣

2004 年 Art Prague 出品（プラハ）
2005 年 損保ジャパン美術財団選抜奨励賞展

個展　SLOVAKILA NITRA 市立美術館

2006 年 光風会　辻永記念賞
日展　特選

2007 年 DOMANI・明日展・文化庁芸術家在外研修
2008 年 個展（gallery9・チェコ）
2009 年 光風会　ミノルカ賞
2010 年 光風会　文部科学大臣賞

日展審査員
2011 年 第 5 回北海道現代具象展
2012 年 公募団体ベストセレクション美術 2012 展

（東京都美術館）
2014 年 阿の会（ギャラリー銀座 ARTON）

現在　光風会理事、日展会員
http://www.nishifusa.com/

入場無料

出品リスト
作品名 制作年
ラクリマ・クリスティー 平成 4 年 第 78 回光風会展
ラクリマ・クリスティー（白い陽） 平成 7 年 第 81 回光風会展 七尾美術館所蔵
ラクリマ・クリスティー（白い気配） 平成 8 年 第 82 回光風会展 七尾美術館所蔵
西風の吹く頃 平成 9 年 第 83 回光風会展会友賞 七尾美術館所蔵
もうひとつの視線 平成 10 年 第 84 回光風会展 七尾美術館所蔵
2 つの仮面 平成 11 年 第 31 回日展 七尾美術館所蔵
アトリエの天使 平成 13 年 第 87 回光風会展
春の画室 平成 14 年 第 88 回光風会展
白い陽 平成 15 年 第 35 回日展 七尾美術館所蔵
白昼夢 平成 15 年 第 89 回光風会展
松雪草 平成 17 年 第 91 回光風会展
パレオ 平成 18 年 第92回光風会展会員賞（辻永記念賞）
夜想曲 平成 21 年 第 41 回日展 七尾美術館所蔵

科
。
診
療
時
間
は
午
前
が
9
時
か
ら
12
時
半

ま
で
、午
後
は
2
時
半
か
ら
6
時
ま
で
で
す
。

木
、
土
曜
の
午
後
と
日
曜
・
祝
日
は
休
診
で

す
。

参加無料、予約不要
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消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し
て
受
付

　

こ
れ
ま
で
、消
防
の
緊
急
電
話
「
１
１
９
」

は
各
市
町
の
消
防
署
で
受
け
付
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
輪
島
市
の
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
司
令

セ
ン
タ
ー
で
一
括
し
て
受
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
か
け
方
は
従
来
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
携
帯
電
話
、
緊
急
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
通
報
も
同
様
で
す
。
消
防
か
ら
聞
か
れ
た

こ
と
に
対
し
て
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と

答
え
て
下
さ
い
。

　

固
定
電
話
を
は
じ
め
、
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ

電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
対
応
し
た
位

置
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
災
害
発
生
地
点

を
素
早
く
特
定
し
、
災
害
地
点
や
災
害
規
模

に
応
じ
て
最
適
な
部
隊
を
自
動
的
に
選
別
。

迅
速
な
出
動
指
令
を
行
い
ま
す
。

問
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

☎
０
７
６
８
（
22
）
０
３
２
７

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース
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現在の受付態勢
珠洲市

能登町輪島市

穴水町門前地区

よ
り
迅
速
に
、
よ
り
高
機
能
に
！

平成 28 年 4 月から

珠洲市

能登町輪島市

穴水町門前地区

お
知
ら
せ

女
性
消
防
隊
の
活
動
備
品

宝
く
じ
助
成
金
で
配
備

　

能
登
町
有
線
テ
レ
ビ
の
域
内
電
話
か
ら

は
、
警
察
へ
の
「
１
１
０
番
」
と
同
様
に
、

消
防
へ
の
緊
急
通
報
「
１
１
９
番
」
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

火
災
や
救
急
な
ど
で
１
１
９
番
通
報
を
す

る
場
合
は
、
一
般
電
話
ま
た
は
携
帯
電
話
か

ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

有
線
テ
レ
ビ
域
内
電
話
か
ら
は

１
１
９
番
通
報
が
で
き
ま
せ
ん

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
地
域
防
災
組
織
育
成
事

業
」
の
助
成
を
受
け
て
、
極
楽
寺
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
に
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
と
バ
ル

ー
ン
ラ
イ
ト
な
ど
を
購
入
し
、
配
備
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は「
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
」

と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
極
楽
寺
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
の
日
ご
ろ
の
地
域
防
災
活
動
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

軽可搬消防ポンプ

バルーンライト

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
9月16日～10月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　梅ノ木
団地 3 号棟　建設工事（建築） 松波 建設課 44,280,000 円 ㈱西中建設

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　梅ノ木
団地 3 号棟　建設工事（機械設備） 松波 建設課 9,063,360 円 ㈲新村商会

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　梅ノ木
団地 3 号棟　建設工事（電気設備） 松波 建設課 7,656,120 円 ㈲信田住設

平成 26 年度　県単急傾斜地崩壊対策事業　黒川急傾
斜地　崩壊対策工事 黒川 建設課 9,990,000 円 ㈲モアグリーン

平成 26 年度　能登町観光案内標識　整備工事　その 1 管内 ふるさと振興課 24,624,000 円 ㈱西中建設
平成 26 年度　能登町観光案内標識　整備工事　その 2 管内 ふるさと振興課 22,788,000 円 柳田建設㈱
平成 26 年度　能登町観光案内標識　整備工事　その 3 管内 ふるさと振興課 24,840,000 円 ㈱青木産業
平成 26 年度　宇出津新港バス待機場整備事業　乗務
員休憩所　建設工事

宇出津
新港 企画財政課 13,046,400 円 ㈲環建築工房

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（1 工区） 宮犬 上下水道課 21,114,000 円 ㈱西中建設

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（2 工区） 清真 上下水道課 22,734,000 円 ㈲新村商会

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（3 工区） 清真 上下水道課 21,913,200 円 ㈲新村商会

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業　国
重配水池　築造工事 国重 上下水道課 20,844,000 円 ㈱西中建設

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道神和住中斉 2
号線　道路改良工事　その 1 中斉 建設課 23,760,000 円 ㈱青木産業

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道神和住中斉 2
号線　道路改良工事　その 2 中斉 建設課 11,772,000 円 ㈲共栄建設

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道白
丸 2 号線　橋梁架設工事 白丸 建設課 22,248,000 円 ㈱西中建設

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金　宇出津地区
都市再生整備計画事業　町道宇出津 13 号線　歩道舗
装工事

宇出津 建設課 11,988,000 円 北川ヒューテッ
ク㈱

平成 26 年度　県単林道事業　林道滝の坊線　舗装工
事 滝之坊 農林水産課 8,262,000 円 林舗道㈱

平成 26 年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付
金事業　鮭尾地区飲雑用水施設整備　取水工事 鮭尾 農林水産課 16,308,000 円 須美矢建設㈱

平成 26 年度　がんばる地域交付金事業　柳田情報セ
ンター　空調設備　改修工事 柳田 農林水産課 12,798,000 円 四辻管工業㈱

平成 26 年度　能都体育館　外壁改修工事 崎山 教育委員会
事務局 23,101,200 円 ㈲能登住建

平成 26 年度　藤波運動公園　多目的広場管理棟　鉄
骨塗装工事 藤波 教育委員会

事務局 8,748,000 円 ㈲和光建設

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（4 工区） 秋吉 上下水道課 21,168,000 円 ㈲和光建設

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（5 工区） 秋吉 上下水道課 21,880,800 円 ㈲和光建設

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　送配水
管布設替工事（6 工区） 秋吉 上下水道課 21,070,800 円 梶設備㈱

平成 26 年度　ライフライン機能強化等事業　計装線
布設替工事

行延～
秋吉 上下水道課 19,980,000 円 荏原商事㈱　

能登支店
平成 26 年度　能登町特定環境保全公共下水道事業（宇
出津処理区）　能都町水質浄化センター　機械電気設
備　実施設計業務

藤波 上下水道課 6,004,800 円 ㈱中央設計技術
研究所

平
成
28
年
4
月
か
ら
１
１
９
番
通
報
の
受
付
が
変
わ
り
ま
す
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

■議会庁舎

〒 928-0312
上町 8 字 485 番地
　議会事務局☎76-8310

今月の納期　12月1日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11 月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

21_NOTO＋2014.11

ニ
ュ
ー
ス

道
の
駅
「
桜
峠
」
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
（
一
社
）
日
本
道
路
建
設
業
協
会
北
陸
支

部
は
、
道
の
駅
「
桜
峠
」
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
一
台
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
10
月
3
日
に
現
地
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
河
江
芳
久
支
部
長
が
高
雅
彦

副
町
長
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
高
副

町
長
は
「
救
急
車
到
着
ま
で
時
間
が
か
か
る

目録を手にする河江支部長（左）

と高副町長人に言えない悩みの相談先をご案内
　一人で悩みを抱え込まず、電話で話してみませんか？

　相談することで気持ちが楽になることもあります。

　人生には人に言えない悩みがつきものです。どこへ相談していいのかわからな

い方に専門機関を紹介するなど、道案内をさせていただきます。相談は秘密が守

られ、自分の名前は言わなくてもかまいません。お気軽にお電話してください。

心配事がある。一人暮らしで不安。自分の話を聞いてほしい。
家族から暴力やひどい言葉でなじられる。
近所付き合い、親戚関係、子どもが心配・・・など

能登町何でも相談「カナリア」
☎７６－２８７４

毎週火曜日・木曜日の 10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始は休み

■ 2 日㊐おらが故郷お国自慢ー中能登町ー
　時間　15:20　
　場所　のと里山空港 2 階ロビー
　内容　中能登町・満の会による民舞

■ 9 日㊐のっぴーグラスづくり
　テーマ「 のっぴー紅葉狩り」
　時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00　
　場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　一家族 1 個。小学生以下優先、限定 50 個、参加無料

■ 16 日㊐おらが故郷お国自慢ー穴水町ー
　時間　15:20　
　場所　のと里山空港 2 階ロビー
　内容　穴水中学校吹奏楽部ミニコンサート

のと里山空港
11 月のイベント

お
知
ら
せ

難
病
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
費
助
成
が
拡
大

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
、
難
病
・
小
児
慢
性

特
定
疾
病
の
医
療
費
助
成
の
対
象
疾
患
が
拡

大
し
ま
す
。
詳
し
く
は
県
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
県
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
４
４
８

ニ
ュ
ー
ス

行
政
相
談
委
員
吉
岡
さ
ん
が

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

柿
生
の
吉
岡
梅
子
さ
ん
が
10
月
20
日
、
役

場
能
都
庁
舎
を
訪
れ
、
持
木
町
長
に
総
務
大

臣
表
彰
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
吉
岡
さ
ん

は
平
成
9
年
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
来
、
17
年
以
上
の
長
い
間
、
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
受
賞

は
行
政
運
営
改
善
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
持
木
町
長
は
「
相
談
で
多
く
の
皆

さ
ん
が
助
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
に
留

意
し
て
町
民
の
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
、
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　

吉
岡
さ
ん
は
「
表
彰
に
集
ま
っ
た
全
国
の

委
員
と
話
し
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
悩
み
を
聞
い
て
、
解
決
の
道
が
開
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の
活
動
に
意
欲

を
見
せ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
国
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
に
対

す
る
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
2
人
の
委
員
が
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
笹
ゆ
り
荘
、能
都
社
会
福
祉
会
館
、

鵜
川
公
民
館
で
定
期
的
に
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

興
能
信
用
金
庫
職
員
が

詐
欺
に
気
づ
き
被
害
防
止

　

興
能
信
用
金
庫
本
店
の
越
坂
志
帆
美
さ
ん

（
鵜
川
）
が
振
り
込
め
類
似
詐
欺
を
未
然
に

防
止
し
た
こ
と
か
ら
9
月
3
日
、
珠
洲
警
察

表彰状を手に笑顔を見せる吉岡さん（左）

場
所
で
あ
り
、重
要
な
設
備
で
す
」
と
述
べ
、

感
謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
平
成
21
年
か
ら
管
内
の
道
の

駅
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
贈
呈
し
て
お
り
、
桜
峠
へ
の

設
置
は
6
カ
所
目
で
す
。

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
…
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
越
坂
さ

ん
は
、
利
用
客
が
高
額
の
振
込
を
依
頼
し
た

こ
と
か
ら
不
審
に
思
い
、
上
司
の
田
村
美
加

さ
ん
に
相
談
し
て
警
察
に
通
報
。
被
害
を
水

際
で
阻
止
し
ま
し
た
。

笑顔で感謝状を受け取る

越坂さん

窓口での応対状況について話す上町さん（右）

と大目支店長

　

10
月
8
日
に
は
松
波
支
店
の
職
員
に
対
し

て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
珠
洲
警
察

署
を
訪
れ
た
上
町
寛
子
さ
ん
（
真
脇
）
と
大

目
英
雄
支
店
長
に
、
中
嶋
道
行
署
長
か
ら
感

謝
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

興
能
信
用
金
庫
で
は
31
あ
る
全
て
の
支
店

に
そ
れ
ぞ
れ
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の

担
当
者
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
上
町
さ
ん
も

そ
の
一
人
で
、
9
月
に
は
金
沢
市
の
県
警
本

部
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

上
町
さ
ん
は
「
少
し
で
も
多
く
の
預
金
を

守
れ
る
よ
う
、
窓
口
担
当
者
と
し
て
努
力
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。


